
防災気象情報を国民に提供する気象庁ホームページを強化し、線状降水帯等によ
る集中豪雨や大規模地震災害・火山災害時のアクセス集中時にも防災気象情報を
確実に提供できるようにする。

１．防災気象情報提供環境の強化 佐賀地方気象台資料-３



２．線状降水帯と予測精度向上に向けた課題 佐賀地方気象台



●線状降水帯の事前予測が難しい中、レーダー等による観測で、線状降水帯が発生し
ていることを検知した際に情報を発表

●大雨による災害発生の危険度が急激に高まっている中で、線状の降水帯により非常
に激しい雨が同じ場所で降り続いている状況を「線状降水帯」というキーワードを
使って解説

線状降⽔帯がもたらす降り続く顕著な⼤⾬への注意喚起

顕著な⼤⾬に関する情報の例 顕著な⼤⾬に関する情報を補⾜する図情報の例

顕著な大雨に関する佐賀県気象情報
令和〇年〇月〇日〇時〇分佐賀地方気象台発表

佐賀県南部では、線状降水帯による
非常に激しい雨が同じ場所で降り続
いています。命に危険が及ぶ土砂災
害や洪水による災害発生の危険度が
急激に高まっています。

気象庁HPの「雨雲の動き」
や「今後の雨」において、
大雨災害発生の危険度が急
激に高まっている線状降水
帯の雨域を で囲み、
線状降水帯発生の情報を提
供します。
※左図は「雨雲の動き」（高解像度降
水ナウキャスト）の例

線状降⽔帯の⾬域

（令和３年に顕著な⼤⾬に関する情報を発表した事例）
■6月29日 沖縄本島 ■7月1日 伊豆諸島 ■7月7日 島根県・鳥取県 ■7月10日 ⿅児島県
■8月9日 島根県 ■8月14日 ⻑崎県・佐賀県

R3.6.17
提供開始

３．「線状降水帯の発生をお知らせする情報」の発表開始 佐賀地方気象台



４．線状降水帯の予測精度向上に向けて 佐賀地方気象台

線状降水帯は、現状の観測・予測技術では、正確な予測が困難なため、水蒸気観測等の強化、
気象庁スパコンの強化や「富岳」を活用した予測技術の開発等を早期に進める。

■洋上観測の強化
（海上の⽔蒸気観測能⼒の強化）
→船舶GNSS観測の拡充など

■陸上観測の強化
（陸上の⽔蒸気観測能⼒の強化）
→アメダスに湿度計追加など

■局地的⼤⾬の監視の強化
（積乱雲の発達過程把握）
→気象レーダーの更新

■気象衛星観測の強化
→次期気象衛星の最新センサ開発

観測の強化

■予測精度を向上等を早期に実現
するためのスーパーコンピュータシステ
ムの整備

■線状降⽔帯の機構解明のための
梅⾬期の集中観測

■「富岳」を活用した予測技術開発

予測の強化



「明るいうちから早めの避難」･･･段階的に対象地域を狭めていく令和３（2021）年

線状降水帯の発
生をお知らせす

る情報
（6/17提供開始）

広域で半日前か
ら予測

九州北部では、
△日未明から明
け方にかけて線
状降水帯が発生
し、大雨となる
おそれがありま
す。

令和６年（2024年）〜
中期的

県単位で半日前
から予測

熊本県では、△
日未明から明け
方にかけて線状
降水帯が発生し、
大雨となるおそ
れがあります。

市町村単位で危
険度の把握が可
能な危険度分布
形式の情報を
半日前から提供

「迫りくる危険から直ちに避難」･･･段階的に予測時間を伸ばしていく

直前に予測
（30分前を目標）

さらに前から予測
(2〜3時間前を目標)

令和５年（2023）年〜
（新たな取り組み）

令和８年（2026）年〜
新たな取り組み

※具体的な情報発信のあり方や避難計画等への活用方法について、
情報の精度を踏まえつつ有識者等の意見を踏まえ検討

線状降水帯の雨域を
楕円で表示

令和4年（2022年）〜
短期的

５．線状降水帯による豪雨に対する情報提供の改善

令和11年（2029年）〜
⻑期的

佐賀地方気象台


